
 

（5）桃生地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

現況 

主要課題 

桃生地区は、本市の北西部に位置し、登米市など県北地域への交通の要衝となっています。

震災時に命の道としての機能を発揮した「三陸縦貫自動車道」が地区内を縦断しており、地区

内には桃生豊里インターチェンジと桃生津山インターチェンジの二つのインターチェンジを有

し、本市と県北地域をつなぐ物流、地域間交流、有事発生時に重要な役割を果たすなど、交通

の大動脈として幅広い機能を果たしています。 

地区の東部には北上川、西部には旧北上川が流れ、豊かな水資源を有し、それらを活かした

稲作が盛んに行われています。そのほかにも、「小ねぎ」や「ガーベラ」などの施設園芸が行わ

れており、貴重な北限のお茶である「桃生茶」なども栽培されています。畜産業も盛んであ

り、特に宮城県の「基幹種雄牛」として有名な「茂洋号」は桃生地区で生まれていることか

ら、「茂洋の郷づくり」とした産地化の動きも推進され、「桃生牛」のブランド化なども行われ

てきました。 

文化としては、全国に類のないリズミカルな民俗芸能で、豊年踊りとして古くから伝わる

「はねこ踊り」が有名で、多くの踊り手が「はねこ踊り」を披露する「ものうふれあい祭り」

などのイベントが開催されているほか、県指定の無形民俗文化財である「寺崎法印神楽」「樫崎

法印神楽」などがあります。 

 古くからの歴史があり、西暦 758年には蝦夷に対する軍事拠点として桃生城が築城されるな

ど古来より人々の生活が営まれていたほか、旧町時代よりチュニジア共和国との交流が行われ

るなど幅広い文化や歴史を有しています。 

 

東日本大震災発生直後は、半島沿岸部から移転を余儀なくされた方が地区内に転居するなど

して、一時的に人口が増加したものの、その後の人口減少により、地域コミュニティの希薄化

や、子どもと地域の関わりの減少、人口流出が懸念され、地域の均衡ある発展を推進するため

の新たな地域振興策を必要としています。 

農業、畜産業ともに、担い手不足の深刻化などによる耕作放棄地の拡大が進行していること

から、担い手の確保を推進するとともに、農畜産物の安定した生産体制と競争力の高い地域ブ

ランドの確立を目指す必要があります。 

「はねこ踊り」や各地区の「法印神楽」などの伝統文化は、地区の活性化を図るうえで重要

な役割を果していますが、後継者不足が懸念されています。 

公共交通網が少ない地区であることから、通勤や通学、通院や買い物など住民ニーズに対応

し、住民が利用しやすく、安定した運行を維持できる住民バスの体制を構築する必要がありま

す。 

内陸部に位置していることから、東日本大震災時には津波の被害はなかったものの、地震に

よる建物などへの被害が多くあったことや、北上川、旧北上川に囲まれ、豊かな水資源を有し

ていますが、一方で、台風・豪雨などの自然災害による甚大な被害も想定されることから、今

後も災害に対する対策の構築が必要です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来展望 

施策展開の方向 

肥よくな大地を活かした稲作、安定した生産が可能な施設園芸、ブランド化による高い競争

力を有した畜産業などバランスの取れた農業が発展し、地域協働のまちづくりを推進すること

により、誰もが安心して地域に住み続けることのできる社会が営まれています。 

 人口減少や少子高齢化に対応するため、多世代交流や地域住民同士のコミュニティ活動

を推進するためのイベント開催や地域拠点施設の適正な整備に努め、地域で支え合う仕

組みづくりを積極的に進めます。 

 移住希望者の移住・定住につなげるため、情報発信や資源の有効活用を図るとともに、

快適に日常生活を送れるよう生活基盤の整備や各種生活支援を推進します。 

 肥よくな大地を活かしたバランスの取れた農業、競争力の高い畜産業を展開し、そこか

ら産出される多種多様な農畜産物を活用し、耕地の有効活用や地域の活性化を図りま

す。 

 地域農業や農産物のブランド化、販路拡大を推進し、基幹産業である農業の担い手確保

に努めます。 

 地域性を踏まえた公共交通体系の構築を推進し、住民生活や経済活動の利便性向上と地

域内交流などの活性化を図ります。 

 三陸縦貫自動車道桃生豊里インターチェンジ、桃生津山インターチェンジの立地を活かし

た産業の活性化を図ります。 

 地域住民の自助・互助による健康づくりや介護予防、身近な地域における支え合いの取組

を推進します。 

 「はねこ踊り」や各地区の「法印神楽」などの伝統芸能により地域活動を活性化すると

ともに、交流人口を拡大し、住民のコミュニケーションの場の創出と地域間交流の充実

を図り、地域コミュニティの活性化や伝統文化の後継者育成や史跡などの活用を図りま

す。 

 地震や水害などの自然災害に対応するため、関係機関との連携を強化し、防災施設の整

備や排水対策、自主防災組織の育成などによる防災体制の整備を促進するとともに総合

防災対策の充実を図ります。 

 


